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◆ 研究概要 
本講座は，平成 19 年 4 月に関係各位のご協力で設立された寄附講座で，その目的は，1) 統合失調症の早期診断・早期

治療の活動を進め，2) 抗精神病薬の認知機能改善作用を検討するとともに，3) 神経発達障害仮説に基づいた統合失調症

の動物モデルの検討を行うことにある．このように，本講座は精神医学の分野において，基礎と臨床の橋渡し的研究を行

い，その研究成果を社会へ還元する活動を学内外の講座・施設と協力して行う． 
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